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宇宙往還機が極超音速飛行する時，その高い空力加熱から機体を保護するために，機体下面やボディフラップな

ど，あらゆるところに熱防護材が施されている．この時，熱防護材である耐熱タイルを設計するためには，タイル

間のギャップ，タイルのサイズ・形状を考慮する必要があり，また，タイルの剥離・損傷・段差も考慮されなくて

はならない．本研究では，耐熱タイル間ギャップを深溝(Cavity)で模擬した平板模型を使用し，極超音速流中にお

ける平板上Cavity におけるCavity内Partition(仕切り)によるCavity 内の空力加熱の影響を実験的に調べた． 

本実験では，Cavity がある平板模型を使用した（第1 図）．縦横比w/d=0.4（深さd=12.5mm，幅w=5mm）のCavity

中心は，平板先端から102.5mm の位置にあり，模型の幅は60mmである．仕切りの厚さは0.2mmで仕切りは2枚設置

して実験を行った．仕切りは模型の中心から30mm，24mmの位置に設置した(第3,4図)．中心から30mmに設置した

場合はCavityの両サイドが閉じている状態になる．まず，仕切りが中心から30mmに設置した場合，仕切りがない場

合と比べて，Cavity内部で強い空力加熱率が測定された(第5図)．Cavity内部の底では仕切りがない場合と値に違い

はないが，Cavity中心と上部では仕切りがない場合と比べると，大きい空力加熱率が測定された．また仕切りが24mm

に設置した場合も30mmに設置した場合と同様の結果(第6図)が得られ，その値は仕切りを30mmの位置に設置した

場合とほぼ同じである．仕切りを設置したことにより，Cavity内部の流れがCavityの両端から逃げにくくなり，Cavity

内部に流れがたまりやすくなる．その結果，Cavity内部の空力加熱率が上昇したと考えられる(第2図)． 
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第 1 図 実験模型 第 2 図  

第 3 図 仕切りを 30mm に設置した図 第 4 図 仕切りを 30mm に設置した図 

第 5 図 仕切りを 30mm に設置した時の Cavity 内部の空力加熱率 第 6 図 仕切りを 24mm に設置した時の Cavity 内部の空力加熱率 


